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ウォーターサーバーによる水宅配サービス「Frecious（フレシャス）」を提供する富士
山の銘水株式会社（本店・工場：山梨県富士吉田市上吉田4961番地1、代表取締役社長：
粟井英朗）は、常温の水を飲みたいときや毎日の料理、さらにはアウトドアや災害時の備
蓄用としても便利な「バッグインボックス（BIB）」について、人気の有名キャラク
ター・リラックマとコラボレーションしたシリーズ『フレシャス リラックマ BIB』を
2016年2月3日（水）より公式HPで限定販売いたします。

人気キャラクターと初のコラボレーション！

『フレシャス リラックマ BIB（バッグインボックス）』限定発売

『フレシャス リラックマ BIB』の特徴

「OLのカオルさんの家にいきなり住み着いた、着ぐるみのクマ」、リラックマ。
この人気キャラクターとコラボレーションし、様々な表情を見せる全4種類のデザイ
ンのBIBが出来上がりました。毎回どのデザインが届くかわからないワクワク感をお
楽しみいただけます。

※左上より時計回りに

◆「お空でリラックス」
お空でくつろぐリラックマたちのしぐさやポーズに
いやされます。

◆「I love リラックマ」
リラックマ、コリラックマ、キイロイトリ、３人の
仲の良いようすが全面に描かれています。

◆「フレッシュレモン」
みずみずしいイラストに気分もリフレッシュ。
レモンをモチーフにしたデザインです。

◆「リラックマがいっぱい」
リラックマたちの面白い表情やカワイイしぐさが
ちりばめられています。

リラックマデザインのパック
入り段ボール。お部屋に置い
て楽しめます。

使用後は多目的ボックスとし
ておもちゃ箱やマガジンラッ

クなどに使えます。

※お届けする絵柄は選べません



Press Release
富士山の銘水 広報事務局
TEL: 03-6427-1827

＜本件に関する報道関係者からのお問合せ先＞
富士山の銘水 広報事務局 担当：黒崎、小泉

TEL：03-6427-1827 FAX：03-6701-7543 E-Mail: info@kartz.co.jp

報道関係者各位 平成28年2月3日

商品概要

“Frecious富士”天然水へのこだわり

「FRECIOUS BIB」の天然水は、富士山の標高1,000
ｍ地点、地下160ｍから採水されたもの。何より水質
にこだわり辿り着いた採水地は、工場より上に人工物
がなく、富士山の頂上から流れるきれいな天然水を一
番に採水。

ほのかな甘みにやわらかな口当たりが特徴です。

富士山の標高1,000ｍからのおいしい天然水
富士山

商品名：『フレシャス リラックマ BIB』

◆内容量：10ℓ×２箱（２箱１セットで販売）
縦23 × 横24 × 高さ23cm

◆料金プラン：単品購入：3,240円（税込）［２箱１セット］
定期購入：2,980円（税込）［２箱１セット］
※全国送料無料

◆発売日：2016年2月3日（水）
◆お申し込み：www.frecious.jp/rilakkuma/bib/

段ボール製の外装容器に、天然水を入れたポリエチレン製のバッグを組み合わせたもので、開封後も外
気が入りにくく衛生的に保つよう工夫された容器です。ペットボトルのようにフタの開け閉めもなく、
段ボールから注水口を引き出すだけで、そのままお使いいただけます。

会社概要

会 社 名：富士山の銘水株式会社 ＜http://fuji-meisui.co.jp/＞
代 表 者：代表取締役社長 粟井英朗
所 在 地：山梨県富士吉田市上吉田4961番地1(本店・工場)

東京都中央区銀座1丁目16番1号（東京本社）
主な事業内容：ミネラル水の製造・販売及び輸出入

に附帯又は関連する一切の業務

富士山の銘水では、富士山の標高1,000m地点の地下で採水したナチュラルミネラルウォーター
を使用しています。
徹底した衛生管理と、その品質の高さから食品安全マネジメントシステムの国際規格である
FSSC22000の認証を取得。本認証の取得は、日本国内のウォーターサーバー専業メーカーとし
ては業界初となります。
美容と健康に良いとされる富士山のバナジウムを豊富に含んだ天然水は、発がん性物質の生成に
つながる恐れがある硝酸・亜硝酸窒素の濃度が極めて少ない非常に良い水質で、安全性と美味し
さを両立しています。また、女性でも簡単に交換が行える軽量7リットルパックを開発しました。

「バッグインボックスとは」


